
グリーン投資の評価と情報開示

• グリーン投資は、投資家（資金供給者）が直接受け取る経済的なリターンに加えて、社会全体に対して波及
する間接的な効果（経済的リターン及び非経済的リターン）も期待されるという意義を有するものであり、投資
判断はこれらの双方を考慮して行われる。

• また、環境効果は、経済的なリターン・リスクに影響を与える可能性がある。
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グリーン投資
の評価・投資
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自らが受け取
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に波及する
環境効果

環境効果に関する情報についても、投資家が入手
でき、投資家が自らの投資方針に照らして評価でき
ることが必要。

（課題）
• 情報の入手可能性
• 情報の信頼性、正確性
• 評価のノウハウ 等
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ボンド発行までの流れ

Climate Bonds Initiative の概要
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•Climate Bonds Initiative (CBI)は2010年12月に設立された低炭素経済に向けた大規模投資を促進する国際NPO。
•CBIが、投資家や政府が低炭素投資を行う際のスクリーニングツールとしてClimate Bond Standard（CBS）を作成
している。
•CBSに基づき第三者が、気候変動債の投資対象が低炭素社会に貢献するものであることを審査し、基準を満た
した債券には認証を与えることで、年金基金や保険会社等の低炭素投資を促進させることを目的としている。

Non-
Contamin
ation評価

ボンド発行者は、
1.低炭素資産とボンドを紐
づける
2.CBSの第三者評価機関
と評価契約を結ぶ

評価者は、
3.CBSに準拠していること
を確認する
4.評価結果書をボンド発
行者に通知する。

ボンド発行者は、
5.Climate Bondの証明書発
行をCBS委員会に申請する。
（評価結果書と申込金を添
付）

CBS委員会は、
6.申請内容を確認する。
7.認証マークを付してボン
ドを発行する（または申請
取下）

証明を受けることによるメリット
1.新しい投資家層の確保
2.環境問題克服に向けた投資
を行っていることのアピール
3.投資家の環境デュ―デリジェ
ンス費用削減

The Climate Bond Certification Mark付与

平成２５年度グリーン投資促進のための
市場創出・活性化検討会 資料より



Sean Kidney, CEO, Climate Bonds Initiative

The Climate Bonds Initiative is an investor-focused NGO based in London. The 
Initiative works to mobilize debt capital markets to fund a rapid, global transition 
to a low-carbon and climate resilient economy. Projects include a green bond 
definitions and certification scheme (with investors representing $22 trillion on 
its Board); helping organize the Green Bonds workstream for the UN Secretary-
General’s Climate Summit; and working with the Chinese Government’s State 
Council on how to grow green bonds in China. An accomplished international 
speaker, Sean has over the past year spoken at conferences on five continents. 
Sean was previously marketing advisor to a number of the largest Australian 
pension funds.

クライメット・ボンド・イニシアティブ（ＣＢＩ）は、ロンドンに拠点を置く、投資家に焦点を当てたNGOであ
る。イニシアチブは、低炭素・気候耐久経済への急速かつグローバルな移行に資金を供給するため
に、債券市場を動員することに努めている。プロジェクトには、グリーンボンドの定義及び認証制度
が含まれており（22兆ドルを有する投資家が役員にいる）、国連事務総長の気候サミットのグリー
ン・ボンドのワークストリームも助けている。また、中国政府国務院と協力して、中国でのグリーン・
ボンドの促進方法の検討も行っている。ショーンは、以前はオーストラリアの最大規模の年金基金
にマーケティング・アドバイザーをしており、近年では、卓越した国際的なスピーカーとして、５大陸
の様々な会議で講演をして活躍している。
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